
プロジェクトの概要
本プロジェクトが目指す10〜20年後の未来のありたい社会像
は『世代を超えて、すべての人が、環境負荷ゼロで、食資源
の確保と、経済的な自立ができる社会』である。

水産の視点から見える我が国や世界の食糧生産に関わる
将来課題（人口増に伴う食糧調達困難、エネルギー供給の持
続可能性が不十分、食品ロス・食品廃棄の弊害が深刻化、担
い手不足による漁業経営の困難）を、農業と水産業の垣根を
とりさった新産業で解決することをめざし、若者が主役となっ
て食を育て提供する資源循環型の共生社会を実現する。そ
のための拠点ビジョンとして「私たちは農業と水産業の垣根を
とりさり、世界の若者が主役として食を育て提供する循環社会
を実現する」を設定した。3つのターゲット（「食」の効率的な循
環をうみだす基盤の確立、「エネルギー」の循環をつくる基盤
技術開発、「情報」の高度利用を可能とする技術開発）のもと
で、「無駄を省いた海洋生物の生産技術と陸上養殖システム
の開発」、「物質循環型農水一体養殖技術の開発」、「再生可
能エネルギー100%による電源供給」。「ICTを活用したスマー
ト陸上養殖技術の開発」に関わる研究開発を行い、これらを
徹底的なスマート化で統合運用し、農水一体型の新産業（沖
縄モデル）としてパッケージ化し、国内外に展開する。
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